
天野　光
原発事故の現場から
　　環境対策に取り組む

　
工
学
博
士
天
野
光
は
、
昭

和
二
十
四
年
、
父
行
雄
、
母

ア
サ
エ
の
長
男
と
し
て
、
大

月
市
笹
子
町
吉
久
保
一
○
六

八
番
地
に
生
ま
れ
た
。

　
昭
和
三
十
六
年
、
大
月
東

中
学
校
に
入
学
、
昭
和
三
十

九
年
に
甲
府
第
一
高
等
学
校

に
進
学
し
卒
業
、
東
北
大
学

工
学
部
に
入
学
、
昭
和
五
十

年
、
同
大
学
院
修
士
課
程
を

終
了
後
、
日
本
原
子
力
研
究

所
に
就
職
、
環
境
化
学
研
究

室
に
て
、

①
汚
染
さ
れ
た
環
境
下
で
の

放
射
線
の
測
定
・
評
価
研
究

（
外
部
被
ば
く
評
価
研
究
）

②
汚
染
さ
れ
た
環
境
中
で
の

放
射
線
核
種
の
振
る
舞
い
を

調
べ
る
研
究
（
放
射
性
核
種

移
行
挙
動
研
究
）

③
そ
し
て
①
の
測
定
と
②
実

験
結
果
に
基
づ
い
て
住
民
が

ど
の
く
ら
い
被
ば
く
す
る
の

か
、
そ
の
影
響
を
計
算
に

よ
っ
て
評
価
す
る
研
究
（
事

故
時
影
響
評
価
モ
デ
ル
の
検

証
）
の
三
つ
を
研
究
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
は
か
ら
ず
も
昭
和
六
十
一

年
四
月
二
十
六
日
、
ソ
連
邦

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
原
子
力
発

電
所
の
事
故
が
起
き
た
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
原
発
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
と
ベ
ラ

ル
ー
シ
と
の
国
境
近
く
に
あ

り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
と
い

う
町
は
原
発
か
ら
十
五
Ｋ
ｍ

く
ら
い
離
れ
た
所
に
あ
る
が
、

建
設
当
時
、
一
番
近
い
町
な

の
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
原
発

と
呼
ば
れ
た
。

　
原
発
が
建
設
さ
れ
る
と
、

そ
の
隣
に
原
発
で
働
く
労
働

者
の
住
む
町
が
誕
生
、
プ
リ

ピ
ャ
チ
と
言
い
人
口
二
万
五

千
人
、
事
故
に
よ
っ
て
、
最

大
の
被
害
を
受
け
汚
染
さ
れ

有
名
に
な
っ
た
。

事
故
後
の
各
国
の
研
究

　
ソ
連
邦
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
周
辺
の

汚
染
環
境
を
研
究
用
サ
イ
ト

に
提
供
す
る
」
旨
の
提
案
が

出
さ
れ
、
欧
米
を
は
じ
め
各

国
が
、
こ
の
提
案
に
つ
い
て

議
論
し
た
結
果
、
一
九
九
〇

年
九
月
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
中
心
に

な
っ
て
、
旧
ソ
連
（
現
在
の

ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
）
と
「
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
ル
原
子
力
発
電
所
事
故

影
響
に
か
か
わ
る
国
際
的
研

究
の
実
施
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
た
。
そ
の
後
ソ
連

邦
が
崩
壊
し
、
紆
余
曲
折
を

経
て
、
最
終
的
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
が
こ
の
研
究
枠
組
の
窓
口

と
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
原
研
は
、
環
境
安
全

研
究
部
の
う
ち
、
環
境
物
理

研
究
室
、
環
境
化
学
研
究
室
、

環
境
影
響
解
析
研
究
室
が
、

日
頃
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

室
で
研
究
テ
ー
マ
の
一
部
と

し
て
進
め
て
き
た
研
究
、

①
汚
染
さ
れ
て
た
環
境
下
で

の
放
射
線
の
測
定
・
評
価
研

究
（
外
部
被
ば
く
評
価
研

究
）

②
汚
染
さ
れ
た
環
境
中
で
の

放
射
線
核
種
の
振
る
舞
い
を

調
べ
る
研
究
（
放
射
性
核
種

移
行
挙
動
研
究
）

③
そ
し
て
①
の
測
定
と
②
の

実
験
結
果
に
基
づ
い
て
、
住

民
が
ど
の
く
ら
い
被
ば
く
す

る
の
か
、
そ
の
影
響
を
計
算

に
よ
っ
て
評
価
す
る
研
究

（
事
故
時
影
響
評
価
モ
デ
ル

の
検
証
）

三
つ
を
さ
ら
に
展
開
さ
せ
る

た
め
、
一
九
九
二
年
六
月

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
周
辺
環
境

を
実
験
サ
イ
ト
と
し
て
調

査
・
研
究
を
行
う
際
の
窓
口

と
な
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
研
究

工
業
機
構
プ
リ
ピ
ャ
チ
と
、

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
国
際
研

究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
究

の
実
施
に
関
す
る
協
定
」
を

結
び
、
研
究
を
進
め
て
来
た
。

光
は
、
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
の
一
員
と
し
て
、
事

故
後
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
を

八
回
訪
れ
、
崩
壊
し
た
原
子

炉
周
辺
三
十
Ｋ
ｍ
圏
内
の
環

境
調
査
を
五
年
間
に
わ
た
っ

て
行
っ
た
。

　
環
境
化
学
研
究
室
が
担
当

し
て
い
る
テ
ー
マ
三
は
、

「
原
子
力
事
故
後
の
地
表
環

境
に
お
け
る
放
射
性
核
種
の

移
行
挙
動
に
関
す
る
研
究
」

で
、
原
子
力
事
故
に
よ
っ
て

放
出
さ
れ
地
表
に
溜
ま
っ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
放
射
性
核

種
が
環
境
中
で
ど
の
よ
う
に

移
動
し
、
最
終
的
に
環
境
が

ど
の
よ
う
に
な
る
か
を
明
ら

か
に
す
る
目
的
で
行
っ
た
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
環
境
中
で

動
く
い
ろ
い
ろ
な
放
射
性
核

種
の
物
理
的
、
化
学
的
存
在

形
態
を
調
べ
る
た
め
、
現
地

で
試
料
を
野
外
採
取
し
、
各

存
在
形
態
の
濃
度
な
ど
が
年

を
経
て
ど
の
よ
う
に
変
化
す

る
か
を
調
べ
調
査
の
結
果
、

セ
シ
ウ
ム
は
最
も
土
壌
に
溜

ま
っ
て
動
き
に
く
い
こ
と
、

超
ウ
ラ
ン
元
素
で
あ
る
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
、
ア
メ
リ
シ
ウ
ム

な
ど
は
腐
植
物
質
等
の
有
機

物
の
層
に
溜
ま
り
や
す
い
こ

と
、
ま
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル

周
辺
に
多
く
存
在
す
る
ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
は
、
そ
の
半
分

以
上
が
移
動
し
や
す
い
形
で

存
在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

わ
か
っ
た
。
ま
た
動
き
に
く

い
形
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

雨
な
ど
で
河
川
に
流
れ
出
し
、

下
流
に
汚
染
が
広
が
る
と
か
、

地
下
に
浸
透
し
た
放
射
性
核

種
が
地
下
水
に
流
れ
込
む
と

い
う
移
行
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
、

環
境
汚
染
が
ど
の
よ
う
に
、

ど
の
程
度
広
が
っ
て
い
く
か

を
予
測
す
る
手
法
の
開
発
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
汚

染
さ
れ
た
環
境
を
回
復
す
る

た
め
の
知
見
の
蓄
積
に
も
取

り
組
み
、
半
減
期
の
長
い
核

種
は
、
減
衰
を
待
て
ず
、
生

態
系
を
壊
さ
な
い
範
囲
で
汚

染
の
ひ
ど
い
地
表
を
削
り

取
っ
て
安
定
な
地
層
に
埋
め

る
方
法
や
、
放
射
濃
度
の
高

い
枯
葉
や
腐
植
物
質
な
ど
、

地
表
面
に
溜
ま
っ
て
い
る
有

機
物
の
除
去
の
方
法
な
ど
考

え
た
。

　
か
よ
う
な
調
査
を
実
施
し

て
き
た
光
は
、
野
生
生
物
が

環
境
変
化
に
も
っ
と
も
影
響

を
受
け
易
い
と
い
う
こ
と
を

身
を
も
っ
て
体
験
し
見
つ
め

て
来
た
。
科
学
的
な
仕
事
は

専
門
性
が
強
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
視
野
が
狭
く
な
る
傾

向
が
あ
り
、
「
木
を
見
て
森

を
見
ず
」
と
自
戒
を
こ
め
て

語
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
一
年
日
本
原
子
力

開
発
（
旧
原
研
）
を
退
職
し
、

財
団
法
人
日
本
分
析
セ
ン

タ
ー
に
就
職
し
た
。

１
、
技
術
参
事

２
、
東
邦
大
学
大
学
院
　
理

学
研
究
科
客
員
教
授
　
工
学

博
士

３
、
株
式
会
社
　
環
境
科
研

代
表
取
締
役
社
長

む
つ
市
に
赴
任
し
て
か
ら
の
、

光
は
山
中
に
踏
み
込
み
、
レ

ン
ズ
を
通
し
て
自
然
を
見
つ

め
続
け
て
い
る
。
下
北
半
島

の
野
生
動
物
の
生
き
い
き
と

し
た
姿
に
感
動
し
、
最
近
で

は
ほ
と
ん
ど
の
週
末
を
費
や

し
て
い
る
。
何
時
か
自
然
写

真
と
し
て
結
実
で
き
る
の
で

は
な
い
か
！
こ
こ
に
光
な
ど

の
「
下
北
の
生
き
物
の
観
察

記
録
」
が
む
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
出

版
か
ら
「
多
様
な
魅
力
下
北

の
生
き
物
」
と
の
タ
イ
ト
ル

で
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
紹

介
す
る
。

　
「
津
軽
海
峡
に
マ
サ
カ
リ

の
よ
う
に
突
き
出
た
下
北
半

島
。
そ
こ
に
暮
ら
す
本
州
最

北
の
生
き
物
た
ち
を
紹
介
し

た
『
下
北
半
島
自
然
観
察

ノ
ー
ト
』
は
、
鳥
、
哺
乳
類
、

昆
虫
、
魚
、
貝
。
多
彩
で
個

性
的
な
野
生
動
物
に
三
人
の

著
者
が
迫
る
。
『
自
然
観
察

ノ
ー
ト
』
は
、
い
ず
れ
も
む

つ
市
に
住
む
木
下
さ
ん
、
大

八
木
昭
さ
ん
・
天
野
光
さ
ん

が
自
ら
半
島
を
歩
き
撮
影
し

た
生
物
を
取
り
上
げ
た
。
天

野
さ
ん
は
日
本
原
子
力
開
発

機
構
の
工
学
博
士
、
大
八
木

さ
ん
は
県
立
大
湊
高
校
の
生

物
の
教
諭
を
勤
め
て
い
る
。

　
掲
載
さ
れ
た
生
物
は
合
わ

せ
て
一
六
二
種
。
空
の
鳥
か

ら
、
踏
み
つ
ぶ
し
て
し
ま
い

そ
う
な
土
壌
動
物
ま
で
、
下

北
の
命
の
営
み
を
観
察
し
て

き
た
。
」

　
今
、
福
島
原
発
の
事
故
で
、

光
の
貴
重
な
調
査
研
究
が
、

福
島
に
て
事
故
収
束
に
向
け

活
か
さ
れ
、
専
門
家
と
し
て

日
夜
現
地
で
奮
闘
し
て
い
る
。
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